
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

募集テーマ別 件数 寄附金額 

健康長寿のまちづくり 658件 84,020,000円 

活力に満ちた産業があるまちづくり 472件 115,955,000円 

出産・子育て環境が充実したまちづくり 663件 131,430,000円 

豊かな人を育むまちづくり 373件 84,870,000円 

防災力・減災力の強化に向けたまちづくり 130件 25,330,000円 

市長が選定した施策に活用 668件 172,388,000円 

合計 2,964件 613,993,000円 

★安曇野の景色が大好きです！頑張って！  ★北アルプスを望む田園風景に癒されます。 
★これからも地域の方が安心して暮らせるまちづくりを応援します。 
★先日、安曇野を訪れました。空気も水も食べ物も美味しく、また、芸術や美術にあふれた 
素敵な町でした。また行きたいです！ 

★自然豊かな地域を守ってください。 ★素晴らしい自然を大切にしてください。 
★素晴らしい文化の伝承に期待しております。 ★おいしい農産物づくりを頑張ってください。 
★いつか住んでいる方と交流できたらいいなと思います。 
★旅した時、美しい自然に感激しました。自然保護に尽力してください。 

安曇野ふるさと寄附 

平成３０年度にお寄せいただいた 

ご寄附の活用状況をお知らせします。 

多くの皆さまからの温かいご寄附に感謝申し上げます。 

安曇野と北アルプス（長峰山山頂から） 

平成 30年度安曇野ふるさと寄附金として、 2,964 件 613,993,000 円の 

ご寄附をいただきました。大変ありがとうございました。 

たくさんの応援メッセ―ジありがとうございます！ほんの一部ですがご紹介します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年度活用事業のご紹介 

平成 30年度に安曇野ふるさと寄附金を活用した事業を紹介します。  

安曇野市では、寄附者の希望される事業テーマに沿って活用させていただいています。 

また、平成 27年に「安曇野市ふるさと寄附基金条例」を制定し、寄附金の一部は 

基金に積み立てたうえで、募集テーマに沿った事業に活用させていただいています。 

健康長寿 

健康づくり活動を行う高齢者の自主活動を支援 

平成 30年度から、健康増進や介護予防のために定期的に健康づくりの活動を行う

高齢者の自主活動団体への補助金交付事業を始めました。補助金をきっかけに活

動を始める団体もあるなど好評をいただき、平成 30 年度は 72 団体に補助を行い

ました。今後も事業を継続し、高齢者の生きがいと健康づくりにつなげていきます。 

健康づくり活動を行う団体の様子 

市内入浴施設の入浴割引券を交付 

外出支援事業の一環として、70 歳以上の方や一定の障がいがある方に対して、市

内の入浴施設約 20 カ所で利用できる入浴割引券を年間 24枚交付しました。多く

の方にご利用いただき、高齢者や障がい者の皆さんの外出のきっかけとなりました。 

交付した入浴料金割引券 

 

活力に満ちた

産業 農業振興や農地保全 

安曇野を創る農業と、豊かな農地を保全していくため、安曇野市の地味・気候等に適

した「玉ねぎ・ジュース用トマト・黒大豆」の産地化に取り組みました。甘くておいしい「安

曇野産玉ねぎ」として評判を得ています。今後もさらなる産地化を目指すとともに、安

曇野の豊かな農地の保全にも努めていきます。 

畑で収穫されたばかりの玉ねぎ 

市内の商工業や企業等への支援 

商工会が市内の商工業の総合的な発展を図るために実施する事業に対し、事業に

要する経費の一部を助成しました。また、新たな企業誘致と既存企業の設備投資・事

業拡大などを支援するため、工場等設置、生産設備取得、工場用地取得、空き工

場等活用促進、新製品・新技術開発等へ、その経費の一部を助成しました。 

助成事業案内パンフレット 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出産・子育て 

不妊・不育症治療費の一部を助成 

不妊・不育症治療は経済的負担が大きいため、治療費の一部を助成しました。助

成事業による支援は大変助かるとの声をいただき、助成事業申請者のうち約 40％

の方が妊娠届を提出されました。少子化対策としても成果を期待している事業です。 

事業案内チラシ（一部抜粋） 

豊かな人を 

育む 

発達に心配のあるお子さんとそのご家族の支援 

発達に心配のあるお子さん及びそのご家族に対し、子どもの最善の育ちを支援しまし

た。早期発見、早期療育を目指し、0 歳～2 歳くらいの個別療育「はいはいたっちの

相談日」や、未就園児の小集団の療育「遊びの教室」を開催しました。保護者がお

子さんとの関りを学び、安心して子育てができるよう、支援を充実させていきます。 

サーキット遊び 「遊びの教室」の一場面 

防災力・減災力 

公立認定こども園や幼稚園の遊戯室にエアコンを設置 

避暑地として知られる安曇野市も、近年は猛暑日が続きます。猛暑日でも子どもたち

が健康で安全に過ごせるよう、公立認定こども園や幼稚園の遊戯室にエアコンを設置

しました。また、冬場の暖房にも使えるため、既存の石油暖房機と併用することで環境

負荷の軽減も図ります。（基金を活用し、小学校教室へのエアコン設置も進めていき

ます。） 

市内認定こども園に設置したエアコン 

小・中学校に外国語指導助手（ALT）の配置 

児童・生徒の国際的視野の育成とコミュニケーション能力の素地を養うため、市内小・

中学校に外国語指導助手を配置しました。これにより、小学校では、英語に対するつ

まづきや抵抗を感じないように、楽しみながらの授業ができました。また、中学校では、

「聞く」「話す」といったコミュニケーションの基礎となる部分への取り組みが強化され、課

外授業においてはさらに学習意欲のある生徒に応えられる体制ができました。 

楽しみながらの英語学習（小学校） 

災害発生時に備えるため、防災用品の購入補助や備蓄品の購入 

災害が発生した時に市民の生命を守るためには、自助・共助・公助の機能が十分に

発揮できる体制づくりが大切です。市民の災害の備えの拡充を図るため、市民の防災

用品の購入に対して補助金を交付しました。また、第３次長野県地震被害想定調

査報告書を参考に定めた備蓄計画に基づき、市の備蓄品として、食料・飲料水・日

用品、資機材等を購入しました。 
市民が購入した防災用品の一例 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

移動手段のない高齢者や障がい者を中心とした交通弱者の移動手段の確保 

自宅から目的地までをドアトゥドアで送迎する、予約型乗り合いタクシー「デマンド交通

あづみん」の運行により、交通弱者の移動手段を確保しました。平成 30年度は運転

免許を持たない方、または、運転免許証を返納された高齢者や障がい者を中心に、

身近な移動手段として年間 86,273 人の方にご利用いただきました。低料金で、自

宅前まで迎えに来てくれるという利便性が評価されています。 

市内で 14台運行しています。 

他にもこんな事業に活用しました 

（お問い合わせ先） 

安曇野市役所 総務部 総務課 行政管理係 

〒399-8281 長野県安曇野市豊科 6000 番地 

TEL 0263-71-2408（直通）  FAX 0263-71-5155 

E-mail soumu@city.azumino.nagano.jp 

住民協働によるごみ減量化と地域の生活環境保全の推進  

地域の清掃活動への取り組みや指定集積場所の維持管理に対する支援を行う

ため、各自治会等へ交付金を交付しました。各自治会等の環境活動を支援する

ことで、地域主導の清掃活動が行われ、ごみの分別や資源化の市民意識向上

と、生活環境の保全が図られました。 

地域で取り組まれた一斉清掃活動の様子 

市長が選定 

 

健康長寿 

後期高齢者医療人間ドック等助成事業 

健康づくりの意識向上のため、人間ドック等

の受診に対し、受診内容に応じた費用の一

部を助成しました。 

 

活力に満ちた

産業 

拠点地域等住宅購入費助成事業 

拠点集約型のコンパクトなまちづくりを進めるため、市が

定める対象区域において住宅を新築した方、または住

宅を購入した方に助成金を交付しました。 

 
子育て応援手当給付事業 

第２子以降の子どもを教育・保育施設を利用せずに家庭で保育している養育者に対して、子ども一人あたり月額

3,000円の手当を支給し、子育て世代への経済的負担の軽減を図りました。 

出産・子育て 


